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に利用されるのが項目応答理論（Item Response Theory; IRT）である。 
IRT を利用して試験結果データを解析することで、問題個別の難しさと受験者の能力（素
点を適切に重みづけした修正結果）を同時に評価できる。また、新規問題を追加しても、定
点観測の目的を損なうことなくその問題の難しさなどを評価することができる。本研究で
は、「IRT 結果を踏まえた難易度のバランス」を提案する。 
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